
若者から高齢者まで、誰もが活力あふれる小平に
するためには「助け合い」と「市政参加」が必要です

軽度認知症を加えれば、高齢者の１／４が認知症であることをご
存知でしょうか。今後、急速な高齢化に伴い、介護を受けたいのに受
けられない「介護難民」が、大都市部を中心に急増するといわれていま
す。若い世代も、介護をする側・受ける側も安心して小平市で暮らして
いけるようにするためには、市と市民の皆さんによる「助け合い」「市政参
加」が必要です。

○小平市での要支援者向けサービス事業のあり方について
介護保険法の改正により、本年４月以降、国の介護保険給付か
ら「要支援者」を対象とした「訪問介護・通所介護」が外れ、デイケア
などのサービスが３年以内に自治体へ移管されます。
このことに対しては、反対意見も含めさまざまな議論がありますが、
小平市も現実問題として、国の法改正に対応していかなければなり
ません。介護行政のあるべき姿としては、まず、「要介護者」を増やさ
ない取り組み（例えば認知症予防）を優先するべきです。
また、小平市の高齢化率は約22％ですが、地区によって10％～

40％のひらきがあります。市とボランティアによる連携のもと、例えば、
福祉に関する国や市の制度・取り組みを知らないことが原因で生活
に困る高齢者を減らす活動や、高齢者の見守り活動などについては、
市全体の「地域力」による「助け合い」を市政活用したいと考えます。

〇介護サービスの担い手への支援が求められています
介護サービスの利用者数が伸び続けているのに対して、介護サービ
スを担う側の体制が危ぶまれています。報道によれば、介護職員の平
均勤続年数は5年半程度で、月収は全産業平均に比べ約10万円
低いとのことです。今後10年間でさらに70万人の介助者が必要とさ
れる中で、ヘルパーさんなどが安心して働けるよう、各種環境整備に
努めていきます。

〇若者が積極的に政治へ参加する仕組みを提案します
小平市には６つの大学キャンパスがあり、20代の若者も多く在住し
ています。若者の声を市が拾い上げ、彼らが住み続けたい小平市とす
るためにも、例えば、学生が市長になったと想定し、10年先の「未来
小平政策」を立案し、市長とディスカッションするなど、若者と市政のコ
ラボレーションを積極的に提案していきたいと思います。

「竹井ようこ」は、女性・母親・会社員としての豊富な経験を活かして、将来を見据えた小平
の未来づくりに取り組んでいきます。
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女性・母親・会社員の視点から小平の“未来”を創造します！
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無所属

私たちも『竹井ようこ』さん

を応援しています！！

小平市長
小林 正則

千葉市長
熊谷 俊人
（元会社の仲間）

データでみる介護事情
小平市の要支援・要介護認定者数の実績と見込み

*グラフは平成26年11月小平介護保険運営協議会資料より作成

介護をしながら働く労働者、介護離職の現状

人口のうち65歳以上の割合を示す高齢化率は約
22％（全国平均:24.1％）。私たちの介護保険料と
密接な関係にある要支援・要介護認定者数は、今後5
年間で1.3倍以上となる見込みであり、小平市の介護
保険料は10年後、基準月額8000円を超えることが想
定されています。（現行基準月額は約4,700円）

働きながら介護する労働者が増え、子育てに一番お
金がかかると言われる40～50代への介護負担が急増し
ています。介護・看護のために離職をした約８割が現在
女性ですが、国からの介護補助が受けにくくなる中、介
護難民・介護離職は、身近に迫りつつある問題です。
*総務省H24就業構造基本調査、H23社会生活基本調査より作成

H24.10
介護中の被雇用者数 239.9万
過去5年以内の

介護を主とする離職者数 48.7万
介護中の40－50代割合 73.7%

＜無職含む介護者数＞
H18年 533.7万人

H23年
682.9万人
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小平市仲町在住
【略歴】
1966年 1月28日 滋賀県生まれ

名古屋市立菊里高校卒業
南山大学外国語学部英米科卒業

1988年 4月 日本電信電話(株)入社
国際部などで業務経験を積む

1991年 4月 (株)情報通信総合研究所出向
Didier & Associates法律事務所（ベルギー）派遣
欧州各国での情報通信政策について調査・分析

1994年 6月～98年 9月 出産・育児のため休業等
職場復帰後は育児に仕事に多忙な日々を過ごす

1999年 7月 ＮＴＴコミュニケーションズ（株）
情報通信の最前線で事業企画・法務などの業務に従事し、現在に至る

家族：夫、長男（大学生）、長女（高校生）、柴犬（６歳）
趣味：スポーツ観戦（ラグビー、バスケット、ラクロスなど）、社会派ドラマ鑑賞
好きな食べ物：鶏肉とこんにゃくの煮物（亡母のレシピ）
資格：中学校・高等学校教諭免許状（英語）

二級知的財産管理技能士

「竹井ようこ」のプロフィール

「竹井ようこ」はめざします！

１．「子育てナンバー１」のまちに！
２．ワーク・ライフ・バランスが実現できるまちに！
３．グローバルで通用する人材が育つまち、若者が住み続
けたいと思えるまちに！

４．高齢者を孤独にしないまちに！
５．最先端ＩＣＴ（情報通信技術）の活用で人と人をつ
なぐまちに！

編集後記
先日「政治・知りたい、確かめ隊」が
主催する公開討論会に参加しました。

グローバル人材を
育てるには？

竹井ようこ通信
バックナンバーのお知らせ
これまで臨時号を含め5回にわ
たり「竹井ようこ通信」を発行して
きました。バックナンバーは、公式
HP(http://takeiyoko.com/)から
リンクする活動報告ブログに掲載
中です。紙での閲覧をご希望の
方は、事務所までお問い合わせ
下さい。

立候補予定者23名が参加し、市議会
改革・学校教育・若者の市政参加・少子
高齢化に対する質問への回答を含め、小
平市政のあり方について、私の考えを訴え
ました。初めての経験でしたが、非常に刺
激を受けた一日でした。
また「竹井ようこ」は、朝夕に駅などで街
頭演説を行なっています。一人でも多くの
方々に政策を知っていただけるように頑張
ります。ぜひ政策に関する皆さまのご意見
をお寄せください。

必要なのは「英語」だけで
はなく・・・
「竹井ようこ」はベルギーでの海外勤

務経験、また、国連の専門機関であ
る国際電気通信連合（ITU）で省
庁関係者と事業者で構成される日本
代表団の一員として国際会議に出席
していた経験から、真の「グローバル人
材」とは、語学力を有するだけでなく
「多様性を認めることができる人材」で
あると痛感しました。
グローバルの舞台では、国や宗教な
ど社会的風習・習慣の違いのみならず、
個々人の様々な考え方を理解しなが
ら、一つの目標に向かっていくことが求
められます。
英語教育はもちろんのこと、こうした
能力を育む土壌を小平市の教育現
場で形成していきたいと思います。

http://takeiyoko.com/
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